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第 ９ 回 例 会 報 告（９月１３日） 
 

【 出  席  報  告 】 

・会員数   ５３名          ・出席数   ４６名          ・欠席数  ７名 

・当日出席率   ８７．７５％               ・前々回修正出席率   ８８．００％ 

＜欠席会員＞平田､原､桑森､村上(裕)､田崎､吉田 

〔免除会員〕青野(明)､檜垣(巧) 

<8/30 欠席補填>(8/27 仙台東)阿部  (9/10 今治北)久米  (9/11 今治南)岡本 

◇ガバナー補佐ご挨拶・八塚誠一RI第2670地区愛媛第I分区ガバナー補佐：ガバナーからは会員増強と退会防止に努め 
ること、ロータリー財団と米山への寄付、地区大会へ全員登録のお願い、My Rotaryへの登録お願い、西日 
本豪雨災害への義援金のお礼を言付かって参りました。また、来年3月23日には私ども今治北RC主催でIM 
を開催します。2700地区パストガバナーで福岡西RC所属の廣畑富雄九州大学教授をお招きし、著書『ロー 
タリーの心と原点 〜Back To Basics 基本に返ろう〜』を元に講演していただきます。この本は各クラブに 
お渡し済みですので、当日までに質問をご用意ください。 

◇会長報告 ・公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より、岡本康利会員へ感謝状が届きました。 
・9月1､2日に行われたガバナー杯軟式野球大会で優秀選手賞に輝いた近藤正人会員に盾をお渡しします。 

◇幹事報告・例会終了後、3階研修室で八塚ガバナー補佐、村尾随行員をお迎えし、第2回クラブ協議会を開催します。 

◇親睦活動委員会・誕生日スピーチ・白石洋治会員(74歳)：4年前に務めたガバナー補佐は四国中を駆け回る忙しい仕事

でした。八塚ガバナー補佐も体に気をつけて頑張ってください。▼合田英之会員(47歳）：ここに来るまで自分

の誕生日を忘れていました。健康に気遣って1年を過ごします。▼板脇俊匡会員(45歳)：子どもが小さいので 

次につなぐまで体に気をつけ、休まず頑張ってやっていきます。▼光藤廣司会員(82歳)：光藤でございます今 

日は何もお話しすることはありません。▼大河内雅徳会員(56歳)：昨年10kg痩せると宣言しましたが、2kg増え。

公約通り、配偶者誕生日、入会記念日と共に昨年同様の多額のsorryを納めさせていただきます。今年は12㎏ 

痩せると宣言しますが、達成の暁には皆さんからの祝福と多額のニコニコをお願いします。 

職業奉仕委員会アワー 

◆辰巳和久委員長『職業奉仕とは何か』：職業奉仕を理解する上で問題になる点を3つ挙げてみました。まずは職業奉仕と

いう言葉。職業がお金を儲けるための手段、すなわち自分のためのものであるのに対し、奉仕とは世のため人のためのもの。

目的が異なる全く正反対の2語を連ねているので非常にわかりにくいのです。これは完全なるロータリー用語であり、辞書に

は載っていません。ロータリーで言う職業奉仕とは職業を営むこと(お金を儲けること)が、世のため人のための奉仕となるこ

と。適正利潤で儲かったロータリアンが幸せになり、その商品を買った顧客も幸せになると、売り手と買い手の調和によって

ロータリアンと顧客の間に目に見えない信頼関係が生まれます。そして信用のあるロータリアンが栄えれば、その副次的効

果として地域社会全体も栄えるということを意味し、この点を追求しているのがロータリーなのです。▼2つめは職業奉仕と社

会奉仕をどう区別するのか。これは受益者が誰になるのかで区別することができます。奉仕活動による受益者が地域の

人々や地域社会の場合は社会奉仕、自分自身が受益者になる場合を職業奉仕と呼びます。例えば今夏の集中豪雨により

被災した大洲市の場合。弊社が通行不能になった道路の土砂を人力で撤去しました。このときの受益者は被災住民の

方々ですので社会奉仕になります。同時に被災住民の方々からはとても感謝していただき、大洲市からも信用と信頼を得る

ことができました。社会奉仕することにより、その地域の人々や地域社会から尊敬と信頼と信用を得て、自分の職業がその

反射的効果として繁栄していく、これがまさしくロータリーの職業奉仕なのです。以上のように社会奉仕と職業奉仕は一対の

ものであると考えてもよいでしょう。▼3つめは職業奉仕の実践について。ロータリーの例会は食事のために出席するもので

はありません。我々は職業人の集まりです。例会に出席して職業人同士の体験談、知識、知恵等を耳にし、職業倫理を互

いに学びあうのです。ロータリアン自身の心を磨き、倫理を高めなければ世の中に倫理を提唱することはできません。個人

の職業倫理を追求することにより、顧客との信頼関係(利己と利他との調和)を築き、ここにいるロータリアン全員が儲かり、今

治地域の経済が潤い、ひいては愛媛県を含めた四国地区全体が栄えます。このようにロータリーの職業奉仕の実践は倫理

を追及する例会出席に始まるのです。▼ロータリーのロータリーたる所以は職業奉仕の実践にあり、と言われています。職

業倫理が今ほど強く叫ばれている時代はありません。皆さん、ロータリアンとしての自覚をもって、これからも職業奉仕を実

践していきましょう 

次 回 例 会（９月２７日） 

【 清掃奉仕・早朝例会  】 

日 時 ：２０１８年９月２７（木） 早朝６：３０清掃開始、 ７：００例会開始 

場 所 ：市民の森 フラワーパーク 

          ※パン・飲み物をご用意しております。雨天の場合は７：００より例会のみ開催。 

           ロータリーバッジの着用をお願いします。 


